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２）それぞれの品質尺度の算出方法、或いは収
　　集方法。
３）それぞれの品質目標を改善するための取り
　　組み。

数値目標を安易に使うと、間違った方向に作用
することがあります。たとえば「欠陥発生件数
を△△件にする」を目標とした場合、エンジニ
アの意識は、テストの精度を落とすか、欠陥を
報告しない方向に向うでしょう。或いは仲間の
所為にして、挙句の果てにチームワークを壊す
ことになるかも知れません。
これは、行動目標と成り得ないものを目標とし
てしまったり、数値化することが妥当でないも
のを数値化したことが原因です。明らかに、
「欠陥発生件数」は単なる目標とは成り得て
も、行動目標として数値化するのは不適当で
しょう。むしろ、他の目標を達成することで、
“結果として”欠陥発生件数が減少するような
目標を設定すべきでしょう。
たとえば、モジュール単体テストのパラータの
限界値テストを◯◯％実施するとか、モジュー
ルの経路テストを完全実施するとか、複雑度１
５以上のモジュールは全てモジュール仕様書を
整備する、といった目標の方が適切でしょう。
この他、ウォークスルーやインスペクションの
実施率なども有効でしょう。ただし、この場
合、その前提となるドキュメント生成能力が不
十分なままでは、目標には成り得ませんので、
その場合は、先ずその能力を高める様な目標を
設定する必要があります。

この他に、品質計画書には次のものが求められ
ます。
４）ドキュメントやソースの変更手続き。
組織として決められたものがあれば、基本的に
はそれを使いますが、プロジェクトに応じて担
当者が具体的に決められるでしょう。
５）欠陥報告書の対処方法。
主体となってエラーの追跡を行う人、対処方法
を最終的に判断する人、或いは変更委員会へ提

今回は「管理されたプロセス」における行動と
して、品質を維持・管理するための取り組みに
ついて説明します。

ソフトウェアの品質も、基本的にはインダスト
リアル・エンジニアリングの原則を適用しま
す。ソフトウェアだから特別な管理方法がある
わけではありません。しかしながら、プロセス
レベルの低い開発組織においては、ソフトウェ
アの品質を管理するには、別の方法が必要であ
るかのように考えられています。
「絶えず優れた成果を納めるためには、管理が
高い品質目標を設定し、それを達成するように
努力しなければならない。逆に、上級管理が貧
弱な成果を大目に見ていると、組織全体にいい
加減さが広がる」ことになります。
いうまでもなく、これはソフトウェアだけの問
題ではありません。Ｈ／Ｗだって貧弱な成果を
大目に見ていると同じ問題が起きるはずです。
それでも現実には、ソフトウェアの世界の方
が、際立って厄介な問題に陥っているのです。
それだけ、ソフトウェアの世界を別扱いにし、
甘やかしたということでしょう。その結果、彼
等は「窮地にたった時、たぶん管理者が手軽な
逃げ道をとることを知っている」のであり、実
際にその通りになるのです。だが「ソフトウェ
アにおける手軽な解決策は、長期的に見るとほ
とんど引き合わない」ことは言うまでもありま
せん。
ソフトウェアの品質を管理することが、それほ
ど難しいことでしょうか。この国が今日のよう
に経済国家になったのは、一言でいって品質管
理の成果です。尤もそれはインダストリアル・
エンジニアリングの世界ではあるのですが、基
本的には同じです。
ハンフリーは、品質に関して４つの基本原則を
提案しています。
１）意欲的な品質目標を立てない限り何も変　
　わらない。
２）目標を数値で示さなければ、品質プログ　
　ラムは単にお話しに終わってしまう。
３）品質計画がないと、管理者だけが品質に　
　関する約束をすることになる。
４）進捗を管理し、レビューを行わない限り　
　品質計画はただの紙切れにすぎない。

要 す る に 、 「 P L A N 」 「 D O 」 「 S E E 」
「CHECK」なのであり、これが品質計画の基
本なのです。多くのエンジニアは、この考えを
頭から拒否しているのです。これに代わるもの
を示せないにも拘わらず。

プロジェクトの初期の段階で、開発計画の一つ
として「品質計画」が策定されるべきです。そ
こで述べられるべき内容としては少なくとも次
の項目が必要でしょう。
１）目指す品質目標とその具体値。

管理されたプロセス

品品 質質 のの 管管理理

★どうやら最近の経済指標によると、製品在庫の調整が進んでいるようで、日銀短観も「下げ止
り」「景気回復の確度高まる」という表現をつかってきた。もっとも経済企画庁の方は、過去の
失態が尾を引いているようで、先の発表では、もう少し慎重な表現をつかっていた。今回の日銀
の発表を受けて、「その他の重要な指標の結果も見た上で、総合的に判断したい」と、冷ややか
な目である。
★短観はデータの集計の他に一部に業況判断が入っている。中でも在庫や雇用の過剰観というも
のは、経営者の感想に基づいている。これによると確かに在庫と雇用の過剰観は緩んできたよう
だが、その一方で、来年度の新規採用予定は、今年度より厳しくなるものと見られている。経常
利益は一部で改善し始めたが、設備投資は一向に盛り上がらない。
★一歩視点を変えると、一部上場の３月期決算企業のＲＯＥ（株主資本利益率）は下げ止まら
ず、戦後最低の２・４７％を記録した。これでは３％の金利で資金を借り入れても、利益を出せ
ないことになる。ちなみに米国のＲＯＥは９２年に反転し、現在は１２・８％まで回復（８９年
に１６％を記録している）している。
★もちろん、単純な比較に意味がないことは分かっているが、かといってそこに逃げ込んでいる
経営者は失格だ。この差が何になって現われるかを考えれば、対岸の祭と言ってられないはずで
ある。在庫の過剰観が改善しようが、企業自体が利益を上げられない体質を改善しなければ、長
く続くはずがないのである。猛暑を神頼みしているようではどうにもならない。

「在庫調整完了？」　喜ぶのはまだ早い・・・

品質計画

出する情報などが規定されます。多くの場
合、発見された欠陥は、早い段階で“この人
が怪しい”と覚しき人、即ち、それぞれの部
分の担当者に回されます。その後、彼は悪戦
苦闘しながら、泥まみれになって、泥の中か
ら目指すものを探し当てるのですが、そこが
「修正すべき場所」なのかどうかを判断する
ことは出来ません。勿論最終的な「原因の特
定」は担当者が行うことになりますが、その
前に判断するための情報の収集を指示した
り、担当者によってはそれらの情報から範囲
を絞って見せなければなりません。
　
　　

近い将来、ソフトウェア・エンジニアに求め
られるもの、或いはソフトウェア・プロセス
に求められるものは、アメリカの再生、東南
アジアの台頭などを考えると、生半可なもの
ではありません。少なくとも今の１／２から
１／３の要員でカバーできなければ、産業と
して存続できないことが予想されます。
個々のエンジニアのレベルをアップするに
は、同時に、或いはそれより先行してプロセ
スのレベルを上げなければなりません。プロ
セスが「意思を」持って動き出さない限り、
個人の努力は実を結ばないのです。プロセス
のレベルを棚に上げて、個人のスキルを上げ
るための教育・訓練をいくらやっても、砂漠
に水を撒く結果にしかなりません。逆にそん
なことに時間を“浪費”したために、スケ
ジュールが遅れる結果になるかもしれませ
ん。その結果、導き出される答えは２つ、即
ち、彼には能力がないと判断されるか、ソフ
トウェアは難しいという神話が生き続けるの
です。
Ｗ．ハンフリー著の「Managing the Software
Process」に基づいて、２年半に亘って連載し
てきました『プロセスレベルの改善』は、ひ
とまず本稿で終了します。次回からは「ＣＭ
Ｍ（Capability Maturity Model）」を連載しま
す 。 こ れ も Ｗ ． ハ ン フ リ ー と 同 じ Ｓ Ｅ Ｉ
（Software Engineering Institute）が提案してい
るもので、『プロセス成熟度』を補完するも
のです。
　　　　　　　　　　　　　　　　（完）

おわりに



こ
れ
ま
で
こ
の
国
で
は
、
新
卒
者
の
採
用

は
春
に
一
括
し
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

バ
ブ
ル
の
最
盛
期
に
は
大
企
業
は
、
四
千

人
〜
六
千
人
と
い
う
新
卒
者
が
一
括
採
用

し
て
い
ま
し
た
。
採
用
後
は
一
定
期
間
を

経
て
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に
仮
配
属
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
自
分
の
や
り
た
い
事
に
あ
ま

り
関
係
な
く
振
り
分
け
ら
れ
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
よ
う
で
す
。
尤
も
そ
の
よ
う
な

願
望
が
当
人
に
あ
る
か
ど
う
か
。

ま
た
、
一
括
採
用
の
場
合
は
、
表
向
き
は

各
部
署
か
ら
の
要
求
を
積
み
上
げ
た
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
事
業
の

展
開
と
し
て
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
わ

け
で
は
な
く
、
「
と
に
か
く
採
っ
て
お
こ

う
」
、
「
人
員
構
成
に
断
層
を
作
り
た
く

な
い
」
と
い
う
声
も
よ
く
聞
き
ま
す

も
ち
ろ
ん
製
造
現
場
の
な
ど
で
は
、
生
産

量
と
要
員
数
の
相
関
関
係
が
高
く
、
計
画

に
基
づ
い
て
要
員
確
保
の
要
請
が
出
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
様
な
部

署
以
外
で
は
、
「
慣
例
」
と
前
年
度
の
実

績
か
ら
割
り
振
ら
れ
る
「
予
算
枠
」
か

ら
、
要
員
確
保
の
要
請
が
は
じ
き
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
こ
の

国
の
『
就
社
』
の
構
図
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
経
済
環
境
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
で
問
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鐘鐘
のの
音音

か
　
　
　
　
　
ね

40
た
く
な
い
」
と
い
う
の
も
、
こ
れ
か
ら
は

単
な
る
言
い
訳
と
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
。
し
た
が
っ
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
有
無
、

更
に
は
組
織
運
営
能
力
の
差
が
表
面
に
出

て
き
ま
す
。
部
分
的
な
通
年
採
用
は
今
後

の
日
本
に
と
っ
て
避
け
ら
れ
な
い
方
向
に

あ
る
だ
け
に
、
こ
れ
か
ら
関
係
者
の
力
量

が
こ
の
方
面
か
ら
も
試
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。

一
方
、
こ
の
不
況
で
女
子
の
採
用
が
極
端

に
減
っ
て
し
ま
い
、
こ
こ
に
き
て
「
均
等

法
」
の
欠
陥
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
政
府

（
労
働
省
、
文
部
省
も
）
は
、
女
子
の
採

用
を
業
界
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
ま

す
。
役
に
立
た
な
い
法
律
を
放
置
し
て
、

ひ
た
す
ら
「
懇
願
」
し
て
い
ま
す
。

女
子
が
採
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
理
由
と
し

て
三
つ
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
）
本
当
に
採
用
す
る
必
要
が
な
い
。
今

　
　
ま
で
は
職
場
の
「
花
」
や
便
利
屋
さ

　
　
ん
と
し
て
採
用
し
て
い
た
だ
け
。

二
）
能
力
が
不
十
分
。
対
等
に
や
ろ
う
と

　
　
い
う
意
識
も
な
い
。

三
）
職
場
に
女
性
を
受
け
入
れ
る
用
意
が

　
　
な
い
。
女
性
に
対
す
る
先
入
観
が
変

　
　
わ
っ
て
い
な
い
。

　
　

今
後
の
女
性
の
地
位
を
考
え
る
と
、
一
）

の
状
態
に
な
っ
た
こ
と
は
む
し
ろ
歓
迎
す

べ
き
で
し
ょ
う
。
ま
た
三
）
の
状
態
は
こ

れ
か
ら
就
職
し
よ
う
と
い
う
当
人
に
は
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
問
題
で
す
。

問
題
は
二
）
で
す
。
均
等
法
が
実
施
さ
れ

て
か
ら
、
女
子
学
生
の
差
が
広
が
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
大
学
側
が
均
等
法
を

バ
ッ
ク
に
安
易
に
女
子
学
生
を
粗
製
濫
造

し
た
よ
う
で
、
大
学
の
関
係
者
は
大
い
に

反
省
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
（
に
も
か
か
わ

ら
ず
文
部
省
が
率
先
し
て
、
企
業
の
間
を

根
回
し
に
走
り
回
っ
て
い
る
の
は
何
か
負

い
目
が
あ
る
の
か
）

女
性
だ
か
ら
と
い
っ
て
擁
護
す
る
必
要
は

な
く
、
男
性
と
同
じ
よ
う
に
能
力
を
問
え

ば
よ
い
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
ま
だ

三
）
の
問
題
は
残
る
で
し
ょ
う
が
、
現
実

に
優
秀
な
女
性
も
多
く
出
始
め
て
き
た
こ

と
も
事
実
で
す
。
当
然
、
彼
女
た
ち
を
門

前
払
い
し
た
こ
と
に
よ
る
損
失
は
、
そ
の

企
業
が
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
有
能
な

女
性
を
活
用
し
た
企
業
と
、
そ
の
道
を
閉

ざ
し
た
企
業
と
で
は
、
五
年
も
す
れ
ば
そ

の
差
は
表
面
に
出
て
く
る
は
ず
で
す
。
そ

し
て
五
年
で
開
い
た
差
は
決
し
て
五
年
で

は
縮
ま
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。
　
　
■

「
人
間
は
、
か
れ
が
日
常
従
事
し
て
い
る
労
働
の
う
ち
に
、
か

れ
の
世
界
観
の
基
礎
を
求
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
…
…
か
れ
は

主
と
し
て
、
自
分
の
労
働
か
ら
自
力
で
見
聞
を
引
き
出
す
よ
う

に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
…
…
で
あ
る
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
子

供
に
教
え
ら
れ
る
知
識
は
、
か
れ
の
労
働
を
中
心
と
し
て
、
集

約
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
　
　
　
　
（
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
）

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
は
ス
イ
ス
の

教
育
家
で
、
貧
民
や
孤
児
を

集
め
て
教
育
し
、
今
日
の
小

学
校
制
度
の
確
立
に
大
き
く

貢
献
し
た

人
で
、
学

校
教
育
に

従
事
す
る

人

な

ら

知
っ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
で
も
あ

り
ま
す
。
現
在
の
大

学
に
お
け
る
教
員
養
成
課
程
の
な
か
で

ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
知
り
ま

せ
ん
が
、
決
し
て
素
通
り
し
て
よ
い
人

で
は
な
さ
そ
う
で
す
。

本
来
、
学
校
で
教
え
る
べ
き
こ
と
は

「
自
力
で
見
聞
を
引
き
出
す
」
た
め
に
必

要
な
知
識
で
あ
り
、
技
能
で
あ
り
、
知
恵

で
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
の
人
の
世
界
観
や

人
生
観
、
或
い
は
も
っ
と
身
近
な
職
業
観

と
い
っ
た
も
の
は
、
自
力
で
手
に
入
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
学
生
」
と
は
そ

の
基
礎
を
手
に
入
れ
る
間
、
親
や
社
会
か

ら
庇
護
さ
れ
た
身
分
で
あ
り
、
そ
の
庇
護

期
間
を
過
ぎ
て
社
会
人
と
な
っ
た
あ
と

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

今今
のの月月 一一 言言

◆
一
括
採
用
◆

題
は
な
か
っ
た
こ
と
も
確
か
で
す
。

企
業
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
報
じ
ら
れ
る
度

に
、
滅
私
奉
公
型
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
在

り
方
が
非
難
さ
れ
、
そ
の
根
底
を
成
し
て

い
る
も
の
と
し
て
「
就
社
」
の
実
態
に
批

判
が
集
ま
り
ま
す
。
確
か
に
、
「
就
社
」

で
は
な
く
「
就
職
」
で
あ
る
べ
き
と
い
う

声
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
採
用
時
の
『
就

社
』
の
構
図
が
残
さ
れ
る
限
り
、
ご
く
一

部
の
人
を
除
い
て
「
就
職
」
す
る
こ
と
は

叶
わ
な
い
で
し
ょ
う
。

今
後
、
一
部
の
職
種
で
は
終
身
雇
用
の
枠

組
み
が
崩
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

の
過
程
で
一
部
で
一
括
採
用
の
見
直
し
が

行
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
学
生

側
も
企
業
側
も
、
通
年
採
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ

は
あ
ま
り
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
こ
れ
か
ら
手
探
り
の
中
で
新
し
い
取
組

が
始
ま
る
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
括
採
用
を
見
直
し
、
通
年
採
用
を
取
り

入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
な
る
慣
例
や

予
算
的
側
面
か
ら
採
用
す
る
事
が
出
来
な

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
年
に

一
度
の
一
括
採
用
な
ら
、
ビ
ジ
ョ
ン
が
無

く
て
も
、
そ
れ
を
覆
い
隠
す
よ
う
な
言
い

訳
も
可
能
で
し
ょ
う
が
、
通
年
採
用
と
な

る
と
そ
の
よ
う
な
言
い
訳
は
通
用
し
な
く

な
り
ま
す
。
「
人
員
構
成
の
断
層
を
作
り

◆
女
性
を
活
か
す
か
◆

◆
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
け
る
か
◆

は
、
自
力
で
世
界
観
を
獲
得
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
舞
台

は
彼
が
従
事
す
る
仕
事
を
通
じ
た
処
に
し

か
存
在
し
ま
せ
ん
。

し

か

し

な

が

ら
、
今
日
の
教

育
の
過
ち
の
一

つ
は
、
多
く
を

与
え
過
ぎ
た
こ

と
で
す
。
「
自

力
」
の
芽
が
萎

え
る
ほ
ど
に
与

え
過
ぎ
た
こ
と
で
す
。

「
我
が
国
で
は
、
多
く
の
若
者
が
絶
望
と

い
う
学
校
の
中
で
育
っ
て
い
る
」
（
チ
ャ

ニ
ン
グ
＝
米
国
の
教
育
家
）
と
い
う
の
は

他
人
事
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

新
規
採
用
最
前
線


